


 
 
 
 
 
 

おばあちゃんの くろでんわ
 
 
 
 

いとう あや さく、　あべ のりこ え





 
 
 

しょうくんの いえの おにわには、はるの おはなが、
たくさん さいています。
 

おばあちゃんが そだてていた、おはなたちです。
おばあちゃんは、びょうきが きゅうに わるくなって、
てんごくに いってしまったのです。
 

 「おばあちゃん、きっと、おそらから、この おはなを みているよ」
 

ママが いうので、しょうくんは、おはなに おみずを あげる
おてつだいを がんばっています。
 





 
 
 

おみずを あげる じょうろは、
にわの たなに、おいてあります。
 

しょうくんは、じょうろを とろうとして、たなの おくに、
ジャムの ビンを みつけました。
なかには、くろい たねが はいっていました。
 

「ママ、みて」

「あら、あさがおの たね。こんなに いっぱい！」
 





 

きょねんの なつ、あさがおは、ピンク、しろ、むらさきいろ、
たくさんの おはなを さかせました。
 

まいあさ、おばあちゃんが、しょうくんに たずねます。
「きょうは、あさがお、いくつ さいたかな」
「いち、に、さん。３つ さいたよ」
 

おばあちゃんと いっしょに、おはなの かずを かぞえたことが、
つい きのうの ことのように おもえます。
 

ママが いいました。
「あさがおの たね、うえようか」
「うん」

 

ママが、ものおきの とびらを あけて、うえきばちを とりだしました。
 
「あれ、なんか あるよ」
しょうくんは、ものおきの なかに、
むらさきいろの ふろしきづつみに つつんである、
カボチャぐらいの おおきさの、にもつを みつけました。
 

「なんだろう。うわ、おもい」

 



 



 
 

ママが、ふろしきづつみの、むすびめを ほどきました。
「あら、くろでんわ」

「くろでんわ？」

「これは、むかし、おばあちゃんの おへやに おいてあった、
　ダイヤルしきの でんわき。
　これを つかっていたのは、しょうくんが うまれる まえ。
　しょうくんは、みたこと なかったわね。
　こんなところに しまってあったなんて、しらなかった」
「かっこいい かたちだね」

「そうね。しょうくん、この でんわきを つかえば、
　てんごくの おばあちゃんと、おはなし できるかもよ」
「ほんと？」

 





 
 

「おばあちゃんの ばんごうに、でんわ してみたら？」
「うん、やってみる」

「まずは、０」

しょうくんは、０と かいてある ところを、おして みました。

「あらあら、おしても だめ。ダイヤルを まわして かけるのよ」
「まわすの？くろでんわを まわすの？」
「ちがうちがう。こうよ。ひとさしゆびを だして。
　ばんごうの ところに、ゆびを おいて、
　さいごまで、きっちり まわしてから、ゆびを はなすの」
 

「ジー　コロ　ジー　コロコロ　

　ジー　コロコロコロ」

 

「そうそう、じょうず。」

 





 
 
 

しょうくんは、１０かい ダイヤルを まわすと、
じゅわきを もって、みみに あてました。

「もしもし」

「…」
 

「どう？なにか きこえた？」
「なんにも きこえない」
 

「そう、でも おばあちゃんには、
　きっと きこえていると おもうよ。
　もっと、おはなし してみたら？」
「うん」

 





 
 
 

「もしもし。おばあちゃん、きこえる？」

「…」
 

じゅわきからは、なんの おとも きこえてきません。
 

しょうくんの おたんじょうびの まえに、
きゅうに、てんごくに いってしまった おばあちゃん。
 

しょうくんは、おばあちゃんに、

どうしても、ききたいことが あったのです。
 





 
 

しょうくんは、じゅわきを ギュッと にぎって、つづけます。

「おばあちゃん、あのね、ききたいことが あるんだ。
　まえに

 

　　おたんじょうびに、いいもの よういして あるから、
　　おたのしみに

 

　って いってたよね。あれは なに？」
 

しょうくんは、みみを すましました。
やっぱり、なにも きこえません。
 

ふと そのとき、しょうくんの、おでこの おくの あたりに、
こんな ことばが、うかんできました。
 

「かがみの タンスを あけてごらん」
 





 
 
 

「かがみの タンス！」
しょうくんは、いそいで、おばあちゃんの

ようふくダンスの まえに、いきました。
 

そして、おおきな かがみが ついている、
タンスの ドアを あけました。
 

すると、かけてある ようふくの したに、
あおい リボンの かかった、
おおきな つつみを みつけました。
 

「ママ、プレゼント みつけた！」
 





 
 
 

つつみを あけると、
それは、しょうくんが ほしがっていた、
しろイルカの だきまくらでした。
 





 
 
 

そのよる、しょうくんは しろイルカを だいて
ふとんに はいりました。
 

「おばあちゃん、ありがとう」

 

イルカの まくらは ふわふわで、
ほっぺに あてると、いいきもち。
「また でんわするからね」
 
 

めを つぶると、まぶたの おくに、
おばあちゃんの えがおが うかびました。 
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